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■提案概要                                  No.2－14 

提案名 あったか森の家（長期エコ住宅）と山の循環活性化 分 野 
木造等循環型社会形

成の分野に係る提案

提案者 株式会社 あったか森の国から 種 別 システム提案 

構 造 木造住宅（在来軸組） 建て方 一戸建ての住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■提案の基本的考え方 
『あったか森の家』は、[㈱あったか森の国から]とパートナーショップ参加工務店２９社が「自然・環境・エ

コロジー」をテーマに、地域の森の恵（国産材）と太陽（自然エネルギー）の力を最大限有効に使った日本の

長寿命住宅を目指して開発、販売、維持保全を行っていくことに視点をおいて考えられた家づくりのシステム

です 

１．100％国産材を使用した家づくり（間伐材の活用） 

 住宅は地域特性、特にその土地の気候風土を重視して建てられる 

のが理想と考えます。「あったか森の国から」グループの中心となる 

㈱舘林の前身である㈱舘林林業は創業元禄元年（1688 年）という 

歴史を誇り、恵那地区で 320 年間にわたって林業を営んできており、 

良質な東濃ひのきや杉材などを提供しております。『あったか森の家』 

では、これらの厳選された原木から加工された製材を主要構造材に使用しています。又、限られた資源を最大

限有効利用すると同時に、山を再生していけるよう間伐（小径木）も羽柄材や外構部材などに使用しています。

２．太陽エネルギーを利用した床暖房、給湯システムの採用  

『あったか森の家』は、冬の寒さを解消するために, 

独自開発の「ＴＲソーラー」（スーパーひだまり工法） 

を取り入れています。屋根上の集熱パネル内の不凍液は 

太陽熱によって約 60℃まで温められて一次蓄熱槽に蓄熱 

され、その温水が床下に張り巡らしたﾊﾟｲﾌﾟにより床暖房 

をします。床温度は,ｺﾝｸﾘｰﾄまたは潜熱蓄熱体の働きと、高 

断熱・高気密仕様との相乗効果で 1階の床面で 25℃、室内 

も 20℃の温かさを確保し。蓄熱効果で真冬でも快晴であ 

れば翌日まで暖かい効果が続きます。床暖房で余った熱 

は 300 ﾘｯﾄﾙの貯湯槽に貯められ、夏には、70℃にも湧 

き上がります。 

３．サスティナブル・プランコード（長期に利用するための設計基準）設定  

『あったか森の家』では、長持ちする家づくりのために、基本的な設計プラン基準を提案し、その設

計プラン基準に則った計画を推奨しております。寒冷地で多雪地域の多いエリアに特徴的な経年劣化

要因を分析し、こうした要因から長期にわたって家を守っていくための工夫を考慮した設計条件を作

ると同時に、痛み易い外部部材や使用頻度の高い内部部材、設備機器などについて、その耐久年数の

目安を提示すると供に、交換し易い設計・施工方法を明確にしていけるようにしています。これらの

設計基準・施工基準は建築時に提示のうえ利用していく他、点検・改修工事に対しても有効な指標と

なります。 

４．『あったか森の家』ネットワークの拡充（普及、波及） 

『あったか森の家』事業は、真に快適な生活創造を目的とし、生活者 

のニーズに合った住宅を提供するために、システム化されました。この 

システムは、住まいのコンサルタントとして、地域づくり・環境づくり 

人づくりを行っていくものです。地元産出の再生可能な木材の提供と 

ともに、省エネルギー、長期耐久性、人の健康増進への効果などの特徴 

について更なる周知を図り、普及率を向上させるために、今までのモデ 

ル住宅に加え､今回の採択に合わせて新たに長期優良住宅仕様のモデ 

ル棟を建設する(平成２３年４月竣工予定) と共に、パートナーシステ 

ムの充実を図り、会員工務店の増加と、各会員ごとの施工数 
の拡大を目指して全国に普及させていきます。
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■提案内容 

１．100％地域の国産材を使用した家づくり（間伐材の活用） 

（１）主要構造材には 100％地域の良材を使用 

構造材及び羽柄材は 100％国産材を使用する。 

（但し、構造面材など一部に関しては輸入部材もある） 

（２）木材の樹種、製材寸法 
土台、大引、柱、間柱、梁、桁、および根太、窓枠、 

まぐさ、筋交い、垂木、広小舞、など主要部分について 

は樹種と寸法の基準を定め、構造躯体の品質確保と、地 

域材活用をはかる。 

（３）間伐材の活用 

根太、間柱、窓枠、窓まぐさ、貫、筋交、垂木、広小舞 

破風、鼻隠、胴縁及び造作材、外構部材（デッキや広縁 

など）は地元森林維持のため切り出される間伐材の積極 

的な活用をはかる。 

２．太陽エネルギーを利用した床暖房、給湯システムの採用  

『あったか森の家』は、日射が少ない日にはマイコン制御で補助ボイラーが自動運転され、暖かな生活が享受

できる。その上床暖房が不要な夏などには給湯専用となり、浴槽や洗面所用に使用できる。このシステムでは木

炭や紙といった自然素材を多用して調湿していることから、梅雨時などでも快適に過ごせる。施主からの評判も

すこぶる良く「冬でも朝起きて上着を一枚羽織ることも、暖房器具のスイッチを入れることも、何もしなくてよ

いというのが嬉しいですね」（岐阜県可児市の Mさん）とか、「天気の良い日には得をしたと思います。以前の

家と比べて電気と灯油の使用が半分くらいに減りました」（長野県大桑村の Aさん）といった声が寄せられてい

ます。 

３．サスティナブル・プランコード（長期優良住宅のための設計基準） 
（１）地域性に配慮した設計 

『あったか森の家』の供給エリアは、冬の寒さや雪害などに考慮し設計を 
心がけている。屋根の勾配はなるべく多めに取り、使用する外部の部材や 
開口などについても断熱性や耐久性の高い材料を使用することを 
基準にしている。 

（２）省エネ・エコロジーに配慮した設計 
躯体の断熱性能を考えた材料の使い方や開口部の大きさ・位置・エコロジ 

ーに適した建物の配置計画、ＴＲソーラーを十分活用できる吹き抜けや 
消費エネルギーを節約できる設備の選択、各室の相対的な関係性などに 
工夫をして住宅の設計が出来るような基準を設けている。 

（３）耐久性と部材交換性を考える 

構造的な強度（耐震性）は勿論のこと、将来の為の改築や増築に関し考慮 
しなければない点や部材交換を容易にできるための対応について設計・施工 
基準も設けている。 

４．長期優良住宅の価値を維持・円滑に流通を図る仕組み  

㈱あったか森の国からでは、『あったか森の家』を、下記のような仕組みによって長期に渡って維持管理・保

全を行えるようにしています。又、今後の既存住宅市場においても受け継がれ、売買される場合でも、希望に応

じて維持管理と資産が継承されていけるようグループ全体で準備体制を整えていきます。 

①独自の定期点検・保証体制 ： 定期点検制度・保証体制 

②総合保険制度（地盤保証＋完成保証＋瑕疵保証）：「住宅履歴書・長期瑕疵保証制度」 

③木材履歴管理システム：「東濃ひのき材品質表示と長期履歴対応。」 

④山林救急（サンキュー）制度：独自植林・育林循環システム（カーボンオフセット利用） 

 
■提案者からのコメント 
『あったか森の家』は,今までの自然素材以外の物質を多く使い,画一的,大量生産によるコスト重視の考え方か

ら、自然との共生を第一義として地元の産出材料を主体に活用することで,森林の再生や地域産業の振興に寄与

するとともに、住まい方の面でも、従来の石油エネルギー依存から脱皮し、自然エネルギーである太陽熱を最大

限活用する『ＴＲソーラーハウス』を提供してきました。 

このたび、長期優良住宅先導事業に採択されたことは、我が社のこの考え方が決して間違いではなかったと意を

強くするとともに、評価していただいた期待にそむかぬよう、今後も住宅性能の向上に向けての改良を行うとと

もに、『あったか森の家』の普及に向けて更なる努力を続ける所存です。 
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